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私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
二
胡
と
い
う
中

国
の
楽
器
を
な
ら
っ
て
い
ま
す
。
二
本
の

弦
の
み
で
優
雅
な
音
を
奏
で
る
こ
と
が
で

き
る
楽
器
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
優
雅
ど

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
キ
ー
コ
、
ギ
ギ

ギ
ー
」
と
弾
い
て
る
自
分
も
顔
を
し
か
め

る
音
色
で
す
。 

 

で
も
実
は
壮
大
な
夢
を
も
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
の
日
か
、
わ
か
ば
の
皆
さ
ん
の
前

で
演
奏
し
楽
し
い
ひ
と
時
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
…
と
。
本
当
に
い
つ
の
日
に

な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
目
標
を
も
っ
て

練
習
す
る
こ
と
は
大
事
で
す
よ
ね
。 

 

と
こ
ろ
で
先
日
の
衆
議
院
選
挙
の
結
果

に
思
う
こ
と
。
高
市
氏
の
人
気
が
大
変
高

い
よ
う
で
す
が
、
あ
る
外
国
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
弁
。
今
回
の
選
挙
は
ま
る
で
ア

イ
ド
ル
の
「
推
し
活
」
の
よ
う
だ
。
高
市
氏

が
ど
ん
な
政
策
を
主
張
し
て
い
る
か
、
が

問
題
で
は
な
く
、
だ
だ
好
き
で
熱
狂
し
て

い
る
、
と
。 

 

そ
れ
で
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
で
人
気
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
言
っ
て

ま
し
た
「
こ
れ
で
も
う
徴
兵
制
だ
っ
て
で

き
ま
す
ね
」
と
。
そ
ん
な
世
の
中
来
て
ほ
し

く
な
い
で
す
、
絶
対
に
。（
亜
） 

 
 

 
 

 

         

                

暮らしのひとコマ 

デイサービスのある日のおしゃべりのテーマ

は「好きになった人」でした。 

電車通学でいつも一緒に乗る男子学生に秘か

に恋心を抱いていたこと、女姉妹が多かったので

親の勧めで一日２回お見合いをしたこと、お見合

いの時初めて相手の顔を見て…「ほどほどだっ

た」ので結婚したこと、声をかけられてお付き合

いすれば噂となり、お見合いに差しつかえるので

「お付き合い」するのは当時はとんでもないこと

だった、などたくさんのエピソードが出ました。

そして好きな人のタイプは「背の高い人」でした。 

「ナンパ」についても話題にのぼり、ある利用

者様に「ナンパされたことある？」と聞くと、じ

っくり考えた後に大きな声で「ないな～」の返事

に一同大笑い、ある方は「あるよ～、私可愛かっ

たもん」と答えて、また大笑い。 

利用者様の平均年齢は８０歳台後半。大戦後に

青春を送った方たちの「恋バナ」で盛り上がりま

した。いくつになっても「恋バナ」は楽しい！！ 

寒い日でしたが、デイは 

ほのぼのとした雰囲気

に包まれました。（ま） 

                      

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大盛況！こども食堂 

 １月２４日、今年最初のこども食堂を開催しまし

た。午前中悪天候にもかかわらず、これまでで最も

参加者が多く大盛況でした。途中、ご飯が炊けてい

ないという真っ青になるハプニングがあったにもか

かわらずボランティアさんたちの協力もあり、無事

終了することができました。ビーズ教室はすっかり

定着した感じです。参加者もリピーターを見かける

ようになり、今後も盛り上げていきたいです。 

 

 

 

昨年 12 月 20 日(土)、和歌山生協病院駐車場に

て第 10 回フードバンク&くらしの何でも相談会

が開催されました。開催に向け、次々と物資や募金

が届けられました。利用者は 201 組。当日、子ど

も食堂の案内チラシも配布しました。 

次回の開催は今年 6 月をめざすとのことです。 

 

ホワイトボードに 

描いてくれた「おいしか

ったです」のメッセージ 

１月のオレンジカフェは「新春書道教室」として、

「うま」「午」「平和」の３文字を書きました。講師

（和歌山生協病院富田師長）の手本を見ながら上手

に書くことができました。 

 

〇２月１８日（水）のテーマ 

「人生会議のお話」とエンディングノートの作成」 

 お話 和歌山生協病院 林 看護部長 

〇３月１１日（水）のテーマ 

「紙芝居」上演とお話 

 

 

 


